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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：ミオシンは、ATPase活性を持つアクチンを基盤としたモーター分子です。非従来型ミオシンは細胞内運動に関与します。ミオシンの大きく異なる尾部は膜状の区画に結合し、アクチンフィラメントに対して相対的に移動すると考えられています。,類似性：ミオシン頭部様ドメインを1つ含みます。,類似性：IQドメインを2つ含みます。,サブユニット：IQモチーフを介してカルモジュリンに結合します。,組織特異性：多くの組織で発現します。脳で最も多く、次いで肺、卵巣で、脾臓で最も少なく発現します。,機能：ミオシンは、ATPase活性を持つアクチンを基盤としたモーター分子です。非従来型ミオシンは細胞内運動に関与します。大きく異なる尾部は膜状区画に結合すると推定され、アクチンフィラメントに対して相対的に移動する。,類似性：ミオシン頭部様ドメインを1つ含む。,類似性：IQドメインを2つ含む。,サブユニット：IQモチーフを介してカルモジュリンに結合する。,組織特異性：多くの組織で発現する。脳で最も高く、次いで肺と卵巣で、脾臓で最も低い発現を示す。,
	研究分野
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	MYO1D抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

